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ヘルダーリン "BrodundWein"における詩人の姿






















もの くヘルダーリンにとっては ｢夜 (dleNacht)｣､ハイデガーにとっては ｢怒戟 (Verbergung)｣),





















































































































































































































































































































































































































































ヘルダーリン.BrodundWezn~における詩人の姿 -ハイデガーの抱く ｢詩人像｣理解の端緒として 山本 希
には決して認識したり到達したりすることのできない塀りを生じせしめることを意味する｡
｢覆蔵性は真性 (アレーテイア)に露現すること (Entbergen)を拒否し､真性をなお剥奪として許
容するのではなく､真性に最も固有なものを所有として見守っているOそうして覆蔵性は､露現性と
しての真理から考えられるならば､非-露硯性 (Un-entborgenheit)であり､それ故に真理の本質に
投も固有で最も本来的な非一兵理 (Un-wahrhlt)である｣ 170符哉されているものは､どこまでも露
現されることを拒み続ける｡覆蔵されているものは､自身が奪われ､蕗現というかたちで明るみのも
とに曝され,もはや粒蔵されていないものになることを許さない.そうではなく､樫蔵は､その蕗現
されていないということのうちで､存在者の現成に不可避的に関わっているOつまり､授戒性として
の非一兵理は､蕗現性としての真理と共属して存在者を在らしめると言えるo
Lかし存在者の現成に際して､裡蔵されているものは､その現成に関わっているにしろ､裡蔵され
たものは露現されていないので､我々には知られることなく襟われでいるO｢蕗現しつつ同時に怒親し
つつ､全体における存在者を在らしめることのうちに､裸蔵することが､第一に覆蔵として現れると
いうことが､生起する｣ LSとは､その意であるOこの程蔵が粒殺された状態で在ることを､ハイデガー
は ｢密令 (GehelmnlS)｣の内実とする｡
2-3-2,｢国有なもの｣と ｢密令｣
｢開け｣と ｢覆蔵｣の在り方が相属性として説明されたO現存在は､2-2で説明されたように､共
理と自由の関連を問うことにより､固有なものを意識的に磯得するC固有なものが意識的に雅得され
る前ならば,硯存在は通常 ｢覆蔵｣を決して意識することはない｡その際現存在は､｢埋蔵｣が覆蔵さ
れていることにも気がつかないQハイデガ-の術語を用いるならば､彼は｢密令｣に気がつかないDそ
れに対して､固有なものが意識的に獲得されることにより､存在者を開けにおいて在らしめる際に､そ
の根拠として ｢投蔵｣が授戒された状態において存することを知るOすなわち.その際現存在は､そ
こに ｢密令｣が統べていることを知るのであるOこの意味において､人間が固有なものを発揮した際
には､｢開け｣と覆蔵性の相属性が示唆されることが明らかになるO
3.結語
｢開け｣という語を中心に､その周縁にある語を､ヘルダーリン r/,'ンと葡萄酒jとハイデガー r真
理の本質について｣において取り出し､解釈することでそれぞれ次のことが明らかになった.
第-部において､次の三点が明らかにされた｡すなわち､昼をむかえるために夜に対暗する詩人の
姿から､人間 (詩人)が畳をむかえるために､夜にその根拠を持つことO詩人に固有なものは､二義
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性をもつ夜によって与えられること｡詩人が固有なものを発揮し詩作される詩において､昼と夜の和
解をもたらす酒神について歌われること｡
第二部においては､次の三点が明らかにされたO現存在が存在することにおいて､覆蔵にその根拠
を持つことO硯存在に固有なものの内実を硯存在が知るためには.教戒性が必要とされることO人間
が固有なものを発揮した際には､｢開け｣と授戒性の相属性が示唆されること0
第一部､第二部において導き出された諸点は､以下の三つの共通項へと集約される.一点目は､人
間が存在するという事態は､通常理解されているような ｢私が存在している｣という能動的な側面に
のみ還元されるものではなく､｢私は ｢何者か｣によって (｢夜｣や､｢裡蔵｣と説明されるものの､そ
の内実は人間には窺い知れないものである)存在させられている｣という受動的な側面との相克状態
であるということ｡また二点目は､人間がその生においてなすべき事柄と､それにふさわしい性田で
ある､その人間に固有なものとは､決して能動的にのみ把捉されうるものではなく､｢何者か｣によっ
て受動的に与えられるものでもあるということ｡そもそも詩人は詩人であることを自分で欲したのか｡
現存在に至っては､固有なものは結局､現存在が存在することに還元されうるO現存在は､自分が存
在することを欲することはできない｡そして三点目は､二点目で言及された固有なものの遂行は､何
らかのかたちで､人間の根拠である ｢何者か｣の示唆であるということ｡
